平成３０年度第１回まちづくり懇談会

１．日　時：平成３０年４月１３日（金）　午後２時００分～

２．場　所：市役所９階　第２応接室

３．次　第

　 （１）出席者自己紹介

　 （２）市長挨拶

　 （３）団体紹介

　 （４）懇談

　 （５）集合写真

４．テーマ：「ボランティア活動の活性化について」

　【議題】

　　①ふなばし市民大学まちづくり学部の活性化

　　②ボランティア活動のポイント制度

　　③社会人のボランティア参加の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●団体

　ボランティアサロンふなばしは、おかげさまで１０年経ちます。愛称は「ボラサロ」で、情報交換や親睦などを通して、ボランティア活動や行動の活性化をじっくりとサポートし、優しい人が増えて優しいまちづくりにつながることを推進している団体です。

「ボラサロ」は平成２０年４月に、平成１９年度のふなばし市民大学校まちづくり学部ボランティア学科、今で言うボランティア入門学科の修了生３６名で誕生しました。会員１１０名のうち、ボランティア入門学科の修了生が全体の約７５％で、入門学科の修了生の受け皿等もさせていただいています。

企画運営委員会と定例会と分科会という３つの会があります。分科会の中には「ボランティアサポート」、「ボラサロ歩こう会」、「ボランティア活性化勉強会」という３つの会があり、分科会から生まれ育った団体として、「手と手の会」、「パソコンサロンふなばし」、「リハビリサロンふなばし」という３つのグループ団体があります。

「ボラサロ」の企画運営をするのが、誰でも参加できる企画運営委員会です。

全員が役員みたいな形で、参加した人たちがみんなで決めています。具体的には、中央公民館で毎月１回開催している会員報告や、学びの講座、情報交換、親睦と交流を行っています。

　活動としては、平成２９年度は公開講座を２つ行いました。そのうちの１つは、「思わず笑顔になる聞き方・話し方の気遣い」という講座で、１２０人近い方から応募がありました。このような公開講座の度に、新しくできたすばらしいふなばし市民大学校のチラシを使って参加者の方にボランティア入門学科の宣伝や入学をお願いしています。

　３月は３.１１を忘れないために防災月間としているほか、年に１回、これだけは全員で活動しようというのが「ＹＭＣＡチャリティラン」です。基本的にはボランティアのサポートですが、知的障害者も含めて障害者のサポートをしたり、皆さんが走るところを転ばないように掃除しています。

　また、昨年はチャレンジ活動として、ふなばし市民まつりに参加させていただきました。３.１１の被災者たちがグループをつくり、自分たちで手づくりした品物や無償で寄附していただいたものを売り、その売り上げを全額寄付しました。このように、年間約３０のイベントをやっております。

　そのほかに、船橋ボランティアセンターからのボランティア依頼がありますと、小学生や障害者のための体験学習、赤十字の募金活動やパソコンの指導などをしています。

　次に、ボラサロの分科会で育って独立した団体が３つありますので、それぞれ簡単に説明させていただきます。

　１つめが「手と手の会」で、主に高齢者施設でのレクリエーションボラン

ティアをしております。

　２つめが「パソコンサロンふなばし」で、「ボラサロ」のメンバーが講師として、基本無償で講座をしており、初心者用と中級者用を用意しています。

３つめが「リハビリサロンふなばし」で、ふなばしシルバーリハビリ体操教室とサロンを開催しています。現在、指導士が１２名います。

○市長

　今日はお越しいただきありがとうございます。また、ボランティアサロンももう１０年を迎えたということで、市としても市民大学校、特にボランティア入門学科は、入学する人数も他学科と比べ非常に少ない中で、こうした受け皿として活動しながら、船橋に本当に根づいた形でいろいろとやっていただいているのは大変ありがたく、心強く思っています。

　今日、ざっくばらんにお話しいただいて、コミュニケーションを図っていくことを大切にしたいと思いますので、よろしくお願いします。

●団体

　それでは早速ですが、我々ボランティアの活性化というテーマで３つ提案をさせていただきます。１つめのふなばし市民大学校まちづくり学部の活性化、ボランティア活性化とリーダーの育成について提案させていただきます。

市民大学校まちづくり学部ボランティア入門学科を修了された多くの方々は、様々な分野でボランティア活動をされています。一方で、関係者が様々な形で努力はしていますが、ここ１０年近く、まちづくり学部への入学応募者はあまり増えていません。応募者が増えない要因は様々あると思いますが、例えば社会教育課、市民協働課、社会福祉協議会などを超えた環境づくりも大切だと考えております。

　提案内容として、例えば、知名度と利便性と公開性の高いフェイスビル５階の市民活動サポートセンターの一角に教室を設置し、通学の利便性と市民大学校の公開性を高めることで、応募者が大幅に増えると考えています。フェイスビル５階に、市民大学校まちづくり学部の教室、市民活動サポートセンター、さらにボランティアセンターの窓口を集中できれば、今まで以上に市民活動やボランティア活性化の推進に役立つと考えています。

　市長は都市力や世代を超えて広がる市民力という言葉を使われていて、それが市の活性化に繋がると言われています。特に、都市力は船橋の未来を支える大事なもので、若者たちが住みたくなるようなまちをつくっていかなければいけないと私たちも感じています。

　船橋市には、現在６５歳以上の高齢者が約１５万人おり、その中で、要介護、要支援を受けている方が２万５千人、働いている方が２万５千人いるとすると、約１０万人が元気で時間のある高齢者と考えられます。

　その１０万人が自由になる時間というのは、働いている方の１０倍以上。

つまり、１００万の自由な時間が与えられているということで、そういった方が一人でも多くボランティア活動に参加できる仕組みを考えていかないといけないと思っています。

　　　

○市長

　今、３０代・４０代の人たちは、まちづくりにあまり参加していないイメージが多いと思いますが、ところがそうでもないのです。例えば、小中学校のＰＴＡとは別に「おやじの会」という会があります。会のメンバーは、学校の手伝い以外にも地域の祭りも手伝ったりしています。彼らは忙しくて通年でやることは難しいですが、この月のこの日にこんなことをやるから手伝ってと言うと喜んでやるんです。やる気は十分あるのですが、仕事や家庭や子育てがあるため、継続的に任されてしまうと厳しいということです。そういう意味では、目立たない存在でも頑張っている方たちがいるので、例えばおやじの会の皆さんとディスカッションしてみるのも良いと思います。少し時間がかかるかもしれませんが、自分の大先輩の人たちがこんな考えで動いてくれているということを知ってもらうことも大事ですし、逆に、若手の人たちの意見も聞いてもらうのも必要かなと思っています。

　ご提案のフェイスビル５階に集中することは、今の利用状況やスペースの

問題で難しいかなと思います。今後、公開講座の取り上げ方も、マスコミの力は大きなものがあるので、広報だけではなく新聞などにもっと紹介をしてもらうなどを十分にやっていきたいと思います。

船橋市は６５歳以上の方が約１５万人おり、７５歳以上の方も７万人を超えています。隣の白井市の人口が約６万３千人ですから、地区社会福祉協議会なくして船橋の福祉は成り立たちません。その中で、ボランティア入門学科の果たす役割は、リーダー的な存在や、今まで気がついていない部分をもっと知ってもらえる方を増やしていくというところにありますので、これからもアドバイスしていただければと思います。

●団体

　それでは、２つめの提案に行きたいと思います。

　ボランティア活動のポイント制度に関し、主に元気な高齢者の参加促進です。「ボラサロ」のグループ団体の「手と手の会」では、レクリエーションボランティア活動を、主に高齢者施設で月５回から７回実施しています。この活動は、利用者さんが、受け身ではなく自分たちも一緒に参加ができると大変喜んでおりました。

施設でも、介護を受けている利用者さんが元気で楽しく生活をしてほしいと考えており、ボランティアセンターを通しての要望が増えてきておりますが、なかなか手が回らないのが現実だそうです。

　一方で、健康で元気な高齢者もこれから増えていくと思います。６５歳以上の高齢者を対象に、行政が旗を振り、元気な高齢者のボランティア活性化策の一環として、ポイント制度を導入している市町村が急速に増えていると伺っています。ポイント制度を活用する活動の種類の選択に加え、多くの費用がかかる施策ですので難しいとは思いますが、できるだけ元気な高齢者が活動したく

なるような、幅広いボランティア活動に対してポイント制度の導入をしていただければと思います。

　また、福祉ボランティアポイント制度の効果について、お話しさせていただきます。

　１番目に、ボランティア者は、ポイント制度として市に認められている活動となれば、活動のモチベーションが大変上がります。

　２番目に、一度、登録された方々は長く続いており、健康で過ごしておられる方が多いようです。また、ボランティアに参加することが自身の介護予防の取り組みとなると考えられます。この制度の成果で、健康寿命が高くなっていると言われており、これを知った方でボランティアの輪が広がり、ポイント登録者が拡大しています。

　３番目に、高齢者の社会参加で施設に行ったり、新しい友達関係ができたり、楽しく生活できるようになる方が多いようです。この制度を活用しようと、

仲間同士で誘い合い、ボランティアの輪が広がっています。

　４番目に、ボランティア回数が増えることにより、ボランティアの交通費負担が増えることが問題で、年金生活者にとっては負担となっております。その支援として、福祉ボランティアポイント制度が有効だと思われます。例えば、先ほどのボランティア入門学科で参加される方にポイントを付与する等、福祉活動として利用できるのではないかと思います。

○市長

　このポイント制度のメリットは、６５歳以上の方が外出するきっかけができることが１つあると思います。加えて、ボランティアの活性化という効果が

あれば考えていく必要があると思います。

　船橋市も健康ポイントをやっていますが、他の自治体は、貯まったポイントを地域の産品と交換するといったところが多いようです。財源が必要ですが、それでも楽しみができることは良いですので、勉強させていただきます。

●団体

　では、３つめの社会人のボランティア参加の推進についてです。

私ども、社会人のボランティア参加を推進したいと考えておりまして、そのためには一般市民や学生だけではなく、企業や行政で働いている方々が定期的にボランティア活動に参加する環境づくりが大切だと考えております。

　先般、ＮＨＫで放送されましたが、デンマークでは地域企業の従業員は年に数回、高齢者施設に伺い、付き添いボランティアを行うことが企業に義務づけられているとのことでした。企業から派遣されてくる若いボランティアの方と、利用者さんもとても楽しい時間を過ごされていました。また、参加した企業の若者も、来年も楽しみにしているとのことで、相乗効果がある活動事例が紹介されていました。

　ボランティアのきっかけは、何でもよいと言われています。一度、ボランティアを体験すると、体験していない方の６倍近い割合でまたボランティアを

してもよいとの話を伺いました。また、社会人は仕事第一だと思いますが、年に数回の働いている地域での活動は、仕事の活性化にも繋がると伺っています。

　船橋市役所は、ボランティア休暇制度があると伺っておりますので、職員の皆さんに対し、ボランティア休暇制度の取得推進策を進めていただきたいと思います。

また、一般企業では、調べたところでは大企業でしか制度がないというのが実態のようです。あまりお金をかけなくてもよい施策等を考えていただき、行政や企業で働いている方々も、回数が少なくても、定期的に地域の施設等のボランティアに参加できる環境づくりをしていくことが一番有効ではないかと思っております。

　ボランティア活動を実際に始めて思いましたが、ボランティアの方たちが活躍しているから、働いている人たちが安心して仕事ができると初めてわかりました。仕事をしていると、なかなかそういうことを知る機会がありません。頻繁には無理にしても、例えば夏休みなどの決まった期間にやってみませんかという形で、企業や市から背中を押していただいてボランティアをやってみると、違った世界が見えてくると思います。

　ボランティアは、やってみて初めてわかるところが非常に大きいと思いましたので、体験してみることへ誘導していくような仕組みがあると、より多くの方にやっていただけるのではないかなと思います。

○市長

先ほどお話があったように、日本の大企業でボランティア休暇制度があるのは２４％未満です。小企業だと１％台と少なく、これは本当に大事な提案だと思います。

　平成２８年度の市民意識調査で、ボランティアについて尋ねると、約６割の方はやる気がある、特にボランティア経験がある方は、もっとやってみたいとお答えになりますが、ボランティア経験がないと、あまりそのような気持ちではないという、明らかに二極化されてきているので、何らかの形で働いているときに経験をしてもらうことも大事だと思います。

　船橋市役所も、年間に５日間のボランティア休暇を取る制度がありますが、取得している職員が年間０人の年もあります。今、職員も残業が多く余裕がありません。人口は増えていますが職員は以前よりも少ない人数でやっています。強制するわけにいかないですが、ボランティアを行って初めて知ることもあるので、ボランティアを経験してみるためのアピールをしていく必要はあると思います。

　また、市内の企業でボランティア休暇制度があるのはほんの少しです。ただ、商工会議所などとも、これからの時代について話してみたいと思います。

　特に、子どもの頃からボランティア経験をする機会を増やしていくという

ことがとても大事だと思います。市では、毎年夏休みに「こども未来会議室」を開催しています。「私たちが市長になったら○○します」というのをテーマに学校でみんなに話し合ってもらっています。その中の、船橋をもっといい、温かいまちにしたい、ボランティアをもっとやりたいという「あったかほっかほか船橋プロジェクト」という提案をもとに、「ふなばし夏のボランティア体験」を開催したところ、平成２７年度から３年連続で、実際の参加者が２００人を超えました。私もその会場に赴き、中学生、小学生の子どもたちに「学校の先生にやってこいって言われたの」と尋ねたら、決してそのようなことはなく、自主的に参加してるとのことで、嬉しく思っています。

　また、子どもたちは、毎朝見守ってもらっているボランティアのスクールガードの皆さんに対する感謝の気持ちをすごく持っています。子どもの頃にボランティアを経験した子は、きっと親になったら自分の子どもにもやらせてみようと思うはずです。ですから、そういった機会をどんどん増やしていきたいと思っています。

ご提案についても、私としても非常に大事なことだと思いますので、私が企業の方とお会いしたときに、どんどん広告塔になってやっていかなければならないと思います。

●団体

　市の職員に「年に１回でも、半日でもいいので施設等に行って付き添いボランティアや傾聴ボランティアをしてみたらどうですか」と尋ねると、「市長に言われたら、１日とか、半日でよければ行く」と皆さんおっしゃっていました。ボランティアに参加したら、リフレッシュして、またいい仕事ができるかもしれません。

　

○市長

　わかりました。先ほど福祉に関してお話ししましたが、ミュージックストリートという音楽イベントがあります。土日に開催される中、ボランティア休暇をとらずに自発的に参加している職員が約３０人います。そこでは、会社勤めしながら自ら企画している市内の若者世代の方たちと親しくしている職員がおり、市民のいろいろな力を実感しているようです。

　いろいろなボランティアがあるということを、意外に職員も気がついていないかもしれませんので、人事担当課を含めて啓発していこうと思います。

●団体

　ボランティアをする環境づくりの推進の一環として、千葉ＹＭＣＡや社会福祉協議会と協力して、船橋市内の小学校で障害者の体験教室を開催しています。しかし、今まで体験教室に参加した約９千人の子どもたちが、その後、次世代に体験したことを継いでいないことが一番の課題だと思います。ですから、体験教室で障害のある方々にとって優しい地域をつくらなくてはいけないと学んでも、その後は一部の意識ある人しか次世代に継いでいないわけです。

ボランティアを経験したことがない現役で働いている方の多くは忙しく、時間がないわけですが、参加するきっかけがないという声も出ています。

○市長

時間は無いのではなく作らなくてはいけないと思いますが、そこに参加する方法が解らないとか、誘ってくれる方がいないということは大きな問題ですね。今、おっしゃっていた体験教室は、学校ですか？

●団体

　はい。小学４年生から６年生で希望があった際に、学校に出向いて、子どもたちに車椅子や視覚障害の体験、あるいは足に重しをつけて歩く高齢者体験をしてもらっています。そこで、お互いに意見交換をして、「ああ、歩くだけでも大変だ」「車椅子で歩道の段差を乗り越えるのも大変だ」といった話をしてもらい、まちに出たら手伝いますといった感想文を受け取るなど、様々な団体が協力しています。

○市長

　話は変わりますが、今年度、障害者スポーツのための協議会（船橋市パラスポーツ協議会）を立ち上げました。スポーツのことだけを協議するのではなく、いろいろな方に参加をしてもらい、子どもたちにもバリアフリー改善の経験をしてもらう機会を増やせるようにしたいと思います。

●団体

　塚田地区は周りに学校が多くあります。今、市長がおっしゃった福祉まつりも、自発的に小中学校からボランティアに来てくださいます。地区社会福祉

協議会としては、本当にこのぐらいしかできませんが、感謝状を渡しています。子供たちは感謝状がすごくうれしいようで、「また来年も来るのでよろしくお願いします。」と言ってくれました。

　また、市の職員の方は確かにお忙しいと思いますけれども、一度、ボラン

ティアを体験していただくと、市民の気持ちもわかりますし、市民から何か

相談された際に、ご自身で体験していれば適切なアドバイスができるのでは

ないかと思います。机上のことだけで何も知らないよりかは、体験されているともっと実のある相談になるのではないかと思います。

　先ほど市長がおっしゃったように、ボランティアの範囲は大変広く、目立たないところでもいろいろな方が活動していますので、本当に多くの市民が様々な形で尽力されているなと思います。

○市長

　例えば学校の花壇ですが、学校だけでずっと活動している個人ボランティアの方がやっていることは、子どもたちにとっては非常に大事なことです。

　先ほど、感謝状のお話がありましたけれども、市では、そういった方たちに感謝の意を込めて評価をしていくということも、丁寧にやっていかなければ

ならないと思っています。

　実は、全国３９の自治体が参加しているＪＡＧＥＳ（ジェイジス）という国の調査がありまして、全国３９の自治体の６５歳以上の方約２０万人、船橋市も約１万人が参加しているアンケートですが、平成２８年度の結果では、船橋市が運動機能の低下が一番低いまちとのことでした。これはやはり体育指導員やスポーツ推進員、地区社会福祉協議会などで、ボランティアさんに活動していただいた効果が上がっているからであると思います。これは、スポーツ庁の生涯スポーツのガイドラインの事例発表に取り上げられてもおります。

　皆さんからお話があった「ふれあい体操」も、活動していただいている人は皆さん元気ですし、施設の方も元気になられるということで、こういう力が本当に増やせるように、またいろいろアドバイスをしていただければと思います。

●団体

　今日はお忙しいところ、ありがとうございました。

○市長

　こちらこそ、ありがとうございました。

――　了　――
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